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開
会
に
あ
た
り
Ｊ
Ａ
道
中
央
会
の
飛
田
稔

章
会
長
は
全
道
各
地
か
ら
の
多
数
の
農
業

者
・
農
業
関
係
者
お
よ
び
来
賓
の
出
席
に
感

謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
今
年
の
本
道
農

業
は
春
先
、
気
温
も
高
く
農
産
物
の
生
育
は

平
年
並
み
に
推
移
し
た
が
、
７
月
の
豪
雨
や

台
風
21
号
に
よ
り
、
農
作
物
の
倒
伏
や

落
果
、
あ
る
い
は
農
地
、
農
業
用
施
設

の
損
壊
な
ど
全
道
各
地
に
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
た
。
さ
ら
に
９
月
６
日
に
発

生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ

り
、
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
農
畜
産
物
や

農
業
用
施
設
等
に
も
未
曽
有
の
被
害
が

発
生
し
、
道
内
全
域
が
停
電
と
な
る
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
発
生
に
よ
り
、
組
合

員
の
営
農
や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
、

農
業
関
係
組
織
の
集
出
輸
送
、
製
造
、

保
管
体
制
に
多
く
の
影
響
が
生
じ
た
。

現
在
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
を
挙
げ
て

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
全

力
で
支
援
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
」

と
説
明
。
道
生
協
連
を
通
じ
て
全
国
の

生
協
組
織
・
組
合
員
か
ら
多
額
の
支
援

金
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
に
触
れ
、「
消

費
者
の
皆
さ
ん
の
気
持
ち
に
応
え
る
べ
く
早

期
の
復
旧
・
復
興
を
果
た
し
、
食
料
基
地
と

し
て
の
役
割
・
使
命
を
し
っ
か
り
果
た
し
て

い
く
」
と
力
を
込
め
た
。

　

ま
た
、
最
近
の
国
際
貿
易
交
渉
の
動
き
に

も
言
及
し
、
日
米
が
９
月
に
日
米
物
品
貿
易

　

３
年
に
１
度
開
か
れ
る
第
29
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
（
実
行
委
員
長
・
飛
田
稔
章
Ｊ
Ａ

道
中
央
会
会
長
）
が
13
日
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
全
道
の

Ｊ
Ａ
お
よ
び
連
合
会
役
職
員
を
は
じ
め
、
青
年
部
・
女
性
部
、
関
係
団
体
な
ど
か
ら
約

２
，
４
０
０
人
が
参
加
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
も
役
員
や
組
織
活
動
代
表
者
・
管
理
職
職
員
ら

が
参
加
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
３
年
前
の
第
28
回
大
会
で
設
定
し
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
「
北
海
道

５
５
０
万
人
と
共
に
創
る
『
力
強
い
農
業
』
と
『
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
』」
を
継
承

し
、
引
き
続
き
「
農
業
所
得
の
増
大
」
と
「
多
様
な
担
い
手
の
確
保
・
育
成
」
の
実
現

を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
決
議
事
項
と
し
て
新
た
に
「
協
同
組
合
の
価
値
と
実
践
」
を
追

加
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
考
え
る
「
新
た
な
協
同
組
合
」
の
姿
に
つ
い
て
は
継
続

討
議
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
今
後
も
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
一
丸
と
な
っ
て
自
己

改
革
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、
農
業
・
Ｊ
Ａ
・
協
同
組
合
の
意
義
や
価
値
を
グ
ル
ー
プ

内
外
に
発
信
し
、
北
海
道
５
５
０
万
人
か
ら
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
を
め

ざ
す
「
大
会
決
議
」
を
確
認
し
た
。
併
せ
て
「
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
と
持
続
可
能

な
北
海
道
農
業
の
確
立
に
向
け
た
特
別
決
議
」
を
満
場
一
致
の
拍
手
で
採
択
し
た
。

協
定
（
Ｔ
Ａ
Ｇ
）
の
交
渉
開
始
に
合
意
し

た
こ
と
に
対
し
て
は
、「
ア
メ
リ
カ
側
か

ら
過
去
の
経
済
連
携
協
定
で
合
意
し
た
以

上
の
関
税
引
き
下
げ
を
求
め
ら
れ
る
懸
念

も
あ
る
。
し
っ
か
り
注
視
し
な
が
ら
必
要

な
対
策
を
取
っ
て
い
く
」
と
強
調
。
同
様

に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
、
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
に

つ
い
て
も
「
生
産
現
場
は
将
来
不
安

を
抱
え
て
い
る
。
両
協
定
と
も
北
海

道
農
業
に
大
き
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
、

持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
を
確
立
す

る
た
め
、
早
期
の
国
内
対
策
の
実
行

を
求
め
て
い
く
」
と
述
べ
た
。
そ
の

上
で
飛
田
会
長
は
「
道
民
・
国
民
の

食
を
守
る
、
命
を
守
る
こ
と
が
、
農

業
と
い
う
生
命
産
業
に
携
わ
っ
て
い

る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
重
要
な

使
命
。
農
業
の
担
い
手
が
将
来
に
わ

た
り
意
欲
と
希
望
を
持
っ
て
営
農
を

継
続
で
き
る
と
と
も
に
、
北
海
道
の

地
域
経
済
・
社
会
、
お
よ
び
国
民
の

命
と
暮
ら
し
が
農
協
改
革
や
国
際
貿

易
交
渉
の
結
果
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ

る
こ
と
な
い
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
力
を
込
め
た
。

　

さ
ら
に
「
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
は
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
北
海
道
が
め
ざ
す
べ
き
方
向
を
決

定
し
、
こ
れ
を
グ
ル
ー
プ
内
外
に
発
信
す

る
と
と
も
に
、
組
合
員
な
ら
び
に
役
職
員

の
役
割
を
再
確
認
し
た
上
で
、
グ
ル
ー
プ

第29回
Ｊ
Ａ
北
海
道

大　
　
　

会

農
業
所
得
拡
大
な
ど
継
続
決
議

食料基地としての役割・
使命をしっかり果たす
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の
総
力
を
結
集
し
て
決
議
事
項
の
実
践
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
。
今
回
の
大
会
は
前

回
大
会
を
踏
襲
し
、
北
海
道
５
５
０
万
人

と
共
に
創
る
『
力
強
い
農
業
』
と
『
豊
か

な
魅
力
あ
る
農
村
』
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

し
て
い
る
。
力
強
い
農
業
と
は
、
北
海
道

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
が
日
本
の
食
料

供
給
基
地
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
所
得
を

確
保
す
る
こ
と
で
、
次
世
代
に
継
承
で
き

る
持
続
可
能
な
産
業
と
な
る
こ
と
。
ま
た

豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
と
は
、
都
市
近
郊

を
含
め
た
農
村
に
暮
ら
し
て
い
る
人
々
が

消
費
者
や
地
域
住
民
と
つ
な
が
り
を
持
っ

て
、
心
の
豊
か
さ
と
誇
り
を
実
感
で
き
る

魅
力
あ
る
農
村
と
な
る
こ
と
」
と
大
会
の

狙
い
に
つ
い
て
語
り
、「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北

海
道
は
一
大
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
が
、

今
回
の
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
を
通
じ
て
し
っ

か
り
対
策
を
練
っ
て
い
き
た
い
。
農
業
・

Ｊ
Ａ
に
対
す
る
幅
広
い
理
解
と
共
感
を
得

な
が
ら
、
長
年
に
わ
た
り
先
人
が
築
き
上

げ
た
本
道
農
業
と
農
業
協
同
組
合
の
基
盤

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
。
さ
ら
に
協

同
組
合
の
理
念
と
そ
の
価
値
を
、
多
様
な

価
値
観
と
ニ
ー
ズ
を
持
っ
て
、
組
合
員
の

皆
さ
ま
、
特
に
若
い
世
代
に
し
っ
か
り
継

承
で
き
る
よ
う
、
ま
た
准
組
合
員
の
皆
さ

ま
を
は
じ
め
地
域
住
民
と
の
関
係
づ
く
り
、

サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
に
も
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

北
海
道
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
高
橋
は
る
み
道
知
事
は
、

道
と
し
て
胆
振
東
部
地
震
の
被
災
地
域
の

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
や
、
第
５
期
北

海
道
農
業
・
農
村
振
興
計
画
に
基
づ
く
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
、「
皆
さ
ま
は
こ
れ
ま
で
も
農
業

所
得
の
増
大
と
多
様
な
担
い
手
の
確
保
の

実
現
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
道
民

の
暮
ら
し
と
食
を
支
え
る
Ｊ
Ａ
の
役
割
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
道
民
の
理
解
は
も
と

よ
り
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
み
、

地
域
社
会
の
発
展
を
力
強
く
け
ん
引
し
て

い
る
と
感
謝
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
道
内

選
出
の
吉
川
貴
盛
農
林
水
産
大
臣
や
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
と
さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
力
強
い
農
業
と
豊
か
な
魅
力
あ
る
農

村
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
決
意
を
示
し
た
。
続
い
て
道
経
連
の

高
橋
賢
友
会
長
は
「
本
道
経
済
の
さ
ら
な

る
発
展
に
は
食
産
業
の
活
性
化
こ
そ
が
重

要
だ
」
と
強
調
し
、
道
経
連
と
し
て
進
め

て
い
る
食
ク
ラ
ス
タ
ー
連
携
協
議
体
を
通

じ
た
高
付
加
価
値
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業
推

進
の
取
り
組
み
を
説
明
。
ま
た
、
日
Ｅ
Ｕ
・

Ｅ
Ｐ
Ａ
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
、
日
米
Ｔ
Ａ
Ｇ
と
い

っ
た
国
際
貿
易
交
渉
の
問
題
に
つ
い
て
、

「
農
林
水
産
業
に
は
大
き
な
影
響
が
予
測
さ

れ
る
が
、
私
ど
も
と
し
て
も
農
業
が
北
海

道
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
国
の
食
料
基
地

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
の

思
い
に
立
っ
て
、
必
要
な
対
策
を
国
や
道

に
し
っ
か
り
要
求
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
こ
の
ほ
か

道
生
協
連
の
麻
田
信
二
会
長
は
、
北
海
道

農
業
を
応
援
す
る
た
め
に
全
国
の
生
協
組

織
か
ら
集
ま
っ
た
多
額
の
支
援
金
や
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
の
連
携
協
定
締
結
に

つ
い
て
紹
介
。「
協
同
組
合
と
い
う
共
通
の

理
念
の
下
、
食
、
農
、
福
祉
、
地
域
生
活

な
ど
の
分
野
で
連
携
し
て
い
く
こ
と
で
、

農
協
・
生
協
の
組
合
員
が
等
し
く
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
北
海
道
に
で
き
れ
ば
」
と
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
強
化
に
期
待
を

寄
せ
た
。
大
会
で
は
、
上
程
さ
れ
た
議
案

に
対
し
、
坂
井
正
喜
Ｊ
Ａ
大
樹
町
組
合
長
、

村
田
辰
徳
Ｊ
Ａ
道
青
協
副
会
長
、
高
野
幸

子
Ｊ
Ａ
道
女
性
協
副
会
長
の
３
人
が
賛
成

の
立
場
か
ら
意
見
表
明
し
、
大
会
決
議
と

特
別
決
議
を
満
場
一
致
の
拍
手
で
採
択
し

た
。

　第 29 回ＪＡ北海道大会のメインテーマで
ある『北海道 550 万人と共に創る「力強い
農業」と「豊かな魅力ある農村」』の実現に
向けた各議案について、組合員・ＪＡ・連合
会・中央会が、各役割を再確認するとともに、
ＪＡグループ北海道が協同の力と総合力をフ
ルに発揮し、一丸となって決議事項の実践を
通じた自己改革に取り組むものとする。また、
決議事項の実践内容をグループ内外に発信す
ること、さらには農業・ＪＡ・協同組合の意
義や価値を発信することで、北海道 550 万
人から信頼されるＪＡグループ北海道を目指
すものとする。

災害からの復旧・復興と持続可能な
北海道農業の確立に向けた特別決議

　「北海道命名 150 年」の節目を迎えた本年、
全道各地で大雪・大雨の被害、天候不順に
よる生育や農作業の遅延、台風 21 号による
暴風雨被害などがあり、さらに、９月６日に
は「胆振東部地震」が発生し、本道の農業や
産業・生活に未曽有の被害をもたらした。こ
の数年の間にも、台風、集中豪雨、豪雪等の
気象災害が頻発するとともに、予測不能な地
震等の自然災害が、経済・社会全体に打撃を
与えている。一方、国内外では、農業・ＪＡ
に対する現場軽視の改革圧力、さらには、Ｔ
ＰＰ 11、日ＥＵ・ＥＰＡの発効や日米間の
新たな物品貿易交渉の開始が迫るなど、国際
貿易交渉による国内農業への圧力も絶えない。
顧みると、これまでの北海道農業・ＪＡの歩
んできた歴史は、先人のたゆまぬ努力のも
と、多方面からの支援も受けつつ、大冷害や
多くの自然災害、社会環境の激変への対応な
ど、幾多の苦難を組織一丸となって克服して
きた積み重ねの歴史である。我々ＪＡグルー
プ北海道は、先人から受け継いだ農業・組織
の基盤のもと、協同活動へのさらなる結集を
図り、一日も早い災害からの復旧・復興を実
現するとともに、持続可能な北海道農業の確
立に向けて総力を挙げて取り組み、我が国の
食料供給基地としての使命を果たしていく。

　以上、決議する。

大 会 決 議
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Ｊ
Ａ
上
川
地
区
女
性
協
議
会
中
央
Ｂ

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
が
当
Ｊ
Ａ
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
管
内
中
央

部
６
Ｊ
Ａ
、
約
１
５
０
名
が
会
場
を
埋

め
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
、
Ｊ
Ａ
び

え
い
女
性
部
の
山
本
部
長
が
「
研
修
会

　

年
金
友
の
会
（
江
花
一
治
会
長
）
で
は

事
業
計
画
の
一
つ
の
会
員
交
流
事
業
を
11

月
７
日
か
ら
３
泊
の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
25
名
で
、
山
梨
県
の
石

和
・
群
馬
県
の
草
津
・
栃
木
県
の
日
光
を

宿
泊
地
と
し
て
実
施
。
個
人
で
は
な
か
な

か
行
け
な
い
、
世
界
遺
産
の
富
岡
製
糸

場
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
華
厳
の
滝
、
そ
し

て
日
光
東
照
宮
の
華
麗
な
姿
に
感
動
し
て

い
ま
し
た
。
同
地
の
名
産
品
の
一
つ
の
「
ゆ

ば
製
造
」
も
見
学
し
貴
重
な
経
験
と
併
せ
、

お
土
産
を
手
に
し
て
い
ま
し
た
。

年
金
友
の
会

　
３
泊
４
日
で
会
員
交
流

町内小中学生の給食に
　　　　米と食パンを贈呈

　

美
瑛
町
の
明
日
を
担
う
大
切
な
児
童
、
生

徒
に
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
今
年
も
学
校
給
食
用

に
米
３
ト
ン
と
食
パ
ン
９
０
０
食
分
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
美
瑛
産
の
美
味
し
い
農
産
物
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
実
施
し
て
い
る
こ
の
事

業
は
今
年
で
10
回
目
。
今
回
提
供
し
た
米
は

「
な
な
つ
ぼ
し
」
で
、
２
０
１
０
年
か
ら
食

味
ラ
ン
キ
ン
グ
「
特
Ａ
」
を
獲
得
の
良
食
味

米
。
食
パ
ン
は
超
強
力
系
の
品
種
、
美
瑛
産

「
ゆ
め
ち
か
ら
」
を
使
用
し
た
食
パ
ン
で
す
。

　

贈
呈
に
あ
た
り
熊
谷
組
合
長
は
「
今
年
は

災
害
年
だ
っ
た
が
、
米
も
小
麦
も
生
産
者
の

頑
張
り
で
食
味
は
維
持
で
き
た
。」
と
挨
拶
。

こ
の
日
は
熊
谷
組
合
長
、
稲
作
生
産
部
会
の

通
部
会
長
か
ら
浜
田
町
長
に
手
交
さ
れ
ま
し

た
。

アートの世界

べ
ジ
フ
ル
フ
ラ
ワ
ー
を
楽
し
む

長ネギ、ミニトマト、パセリなどの食材を彩り豊かに飾り

付け。

を
通
し
て
親
睦
を
深
め
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
。
講
演
で
は
野
菜
ソ
ム
リ
エ
プ
ロ

の
木
田
靖
代
氏
か
ら
べ
ジ
フ
ル
フ
ラ
ワ

―
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
り
、

参
加
者
全
員
で
野
菜
を
使
っ
た
作
品
づ

く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

日光山寺輪王寺で

パワースポット参加者全員で

世界遺産の富岡製糸場で
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　いわゆる「格安スマホ」のトラブルが増えていま
す。その一例に大手携帯電話会社より利用料が安い
ことから格安スマホに乗り換えたものの、格安スマ
ホを使用しているとしばしば画面が固まる。電話サ
ポートを受けながら対処してみたが、改善しない。
その後スマホを事業者宛てに送るよう言われたので
指示通りにしたら、「異常なし」という結果で戻っ
てきた。しかし、すぐに同じ現象が起きた。直接見
てもらいたいが、近くに事業者の店舗がない。どう
すればいいか。近年、料金の安さからいわゆる「格
安スマホ」などの携帯電話を利用する消費者が増え
ています。格安スマホ事業者は、大手携帯電話会社
から空いている通信回線を借りて通信サービスを提
供しており、設備費用を抑えることで、比較的安価
な料金でサービスを提供しています。その一方で、
限られた回線を多数の契約者で分け合うことになる
ため、通信容量や通信速度に制限が設けられていま
す。利用する時間帯や場所によっては通信速度が低
下し、動画をスムーズに再生できなくなることがあ
ります。
　格安スマホ事業者は問い合わせや故障時の対応窓
口を電話やウェブサイトに限定することで、さらに
料金を安く抑えています。店舗が近くにない場合は、
事業者にスマホを送って点検してもらうしか方法は
ありません。さらに修理時に代替機の提供がない場
合もあります。「格安スマホ」のサービスは提供事
業者によって異なりますが、大手携帯電話会社では
無料だったサービスが有料になる場合があるなど、
大手携帯電話会社のサービスとは異なる場合がほと
んどです。「格安スマホ」の利用を検討する場合には、
それぞれの事業者が提供するサービスをウェブサイ
トやパンフレットなどで調べて比較検討し、自分の
目的や用途に合ったサービスを契約することが大切
と、国民生活センターでは呼びかけています。トラ
ブルに巻き込まれない賢い利用者になるため、念に
は念の注意が必要です。

トラブルに巻き込まれない賢い利用者
格安スマホのトラブルにご注意

　道農協畑作・青果対策本部はこのほど、平成 30 年産畑作物
の作付け実測調査結果を示した。29 年産と比較して小麦、小
豆が増加した一方、大豆、馬鈴薯、てん菜は減少。このうち
馬鈴薯は生食用、種子用が減少し、でん原用は横ばい、加工
用は増加した。てん菜は前年比 930㌶減の５万 7,209㌶で、
昭和 61 年の糖分取引移行後で最も少ない作付面積となった
が、直播栽培面積が 967㌶増加し、直播栽培の割合は 25.7％と、
平成 29 年産（23.7％）から 2 ポイント増えた。
　実測面積はＪＡ道中央会が調査したもの（てん菜は糖業調
べ）。秋まき小麦については、日本めん用が増加した分、パ
ン・中華めん用が減少したが、春まき小麦が増えたことによ
り、小麦全体で 29 年産から 574㌶増の 11 万 8,851㌶、大麦
を合わせた麦類として 12 万 603㌶となった。豆類については
大豆が 1,028㌶減少し、黒大豆が 651㌶、小豆が 1,334㌶増加。
菜豆は金時、手亡がやや増えた。ただ、供給量の拡大が求め
られていた小豆の作付面積は期待ほどの伸びとはならず、い
まだ指標面積を大きく下回っており、30 年産は不作が予測さ
れる中で、需給環境は引き続き厳しいままの見通しだ。

てん菜作付面積が糖分取引移行後で最低に

地　　　区 全   道

項　　　目
Ｈ 29 実測 Ｈ 30 実測 実測対比

Ａ Ｂ Ｃ＝Ｂ－Ａ

麦　
　

類

小麦

日本めん用（秋まき小麦） 83,985 84,712 727
パン・中華めん用（秋まき小麦） 15,470 14,857 ▲ 613
パン・中華めん用（春まき小麦） 16,378 16,819 441

種　子 2,444 2,463 19
小　計 118,277 118,851 574
大　麦 1,720 1,752 32

合　計 119,997 120,603 606

豆　
　

類

小豆
（うち大納言） 1,628 1,621 ▲ 7

17,084 18,418 1,334

菜豆

金　時 4,950 5,030 80
手　亡 1,043 1,183 140
うずら 92 78 ▲ 14

高級菜豆 334 314 ▲ 20
小　計 6,419 6,605 186
えん豆 495 465 ▲ 30
大　豆 36,424 35,396 ▲ 1,028
黒大豆 2,801 3,452 651

合　　計 63,223 64,336 1,113

馬
鈴
し
ょ

生　食 15,110 14,585 ▲ 525
加　工 14,393 14,615 222
でん原 14,788 14,831 43
種　子 5,035 4,916 ▲ 119

合　　計 49,326 48,947 ▲ 379
てん菜 58,140 57,209 ▲ 931

（うち直播面積） 13,756 14,723 967
そ　ば 19,577 21,185 1,608
なたね 783 831 48

平成 30 年産畑作物の作付実測調査結果について 　（単位 /ha）

（注）実測面積は中央会調べ、ただしてん菜については糖業調べ



　
教
科
書
に
お
け
る
食
糧
難
の

　
記
述
の
圧
倒
的
な
差

　

農
家
の
農
業
所
得
に
占
め
る
国
の
補
助

金
の
割
合
は
２
０
２
６
年
の
統
計
で
日
本

が
（
30
％
）。
13
年
の
ス
イ
ス
（
１
０
０
％
）、

ド
イ
ツ
（
70
％
）、
英
国
（
91
％
）、
フ
ラ

ン
ス
（
95
％
）
に
比
べ
て
極
め
て
低
い
。

欧
州
と
日
本
と
の
間
に
食
料
・
農
林
水
産

業
を
守
る
政
策
に
大
き
な
差
が
生
じ
る
背

景
と
し
て
、
欧
州
の
ほ
う
が
日
本
よ
り
も

農
業
・
農
村
に
理
解
や
共
感
が
深
い
と
の

指
摘
が
あ
り
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
、
と
の
質

問
が
筆
者
に
も
よ
く
寄
せ
ら
れ
る
。
欧
州

で
は
農
林
水
産
業
で
国
土
と
食
料
を
守
る

と
い
う
国
土
と
食
料
の
安
全
保
障
の
視
点

が
当
た
り
前
だ
が
、
日
本
は
そ
う
な
っ
て

い
な
い
。
欧
州
で
は
幾
度
の
戦
争
を
経
て

国
境
防
衛
と
食
料
難
と
に
苦
労
し
た
経
験

が
あ
る
。
日
本
も
戦
争
な
ど
で
食
料
難
を

経
験
し
て
い
る
。「
食
料
安
全
保
障
の
重

要
性
は
、
大
き
な
食
料
危
機
が
こ
な
い

と
日
本
人
に
は
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
の

は
、
誤
り
で
あ
る
。
欧
州
と
日
本
と
の
差

は
、
教
科
書
で
食
料
・
農
業
・
農
村
の
重

食
料
難
と
い
う
重
い
過
去
を
伝
え

食
料
安
全
保
障
の
確
立
を

鈴
木
　
宣
弘
　
東
京
大
学
大
学
院
教
授

要
性
を
説
明
す
る
記
述
の
分
量
が
大
幅
に

違
う
と
の
指
摘
も
あ
る
が
、
具
体
的
に
は

十
分
に
検
証
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
食
料
・

農
業
・
農
村
の
重
要
性
と
い
っ
て
も
い
ろ

い
ろ
あ
る
。
そ
の
中
で
、
欧
州
の
教
科
書

の
日
本
と
の
決
定
的
に
重
要
な
違
い
は
「
食

料
難
の
経
験
」
の
記
述
な
の
で
あ
る
。
な

ぜ
、
日
本
人
は
食
料
難
の
記
憶
を
な
く
し
、

欧
州
は
忘
れ
な
い
か
。
そ
れ
は
も
う
一
度

大
き
な
食
料
危
機
が
来
て
い
な
い
か
ら
で

な
く
、
欧
州
で
は
、
食
料
難
の
経
験
を
し
っ

か
り
と
歴
史
教
科
書
で
教
え
て
い
る
か
ら

認
識
が
風
化
せ
ず
に
人
々
の
脳
裏
に
連
綿

と
刻
み
続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
薄

井
寛
『
歴
史
教
科
書
の
日
米
欧
比
較
』（
筑

波
書
房
、
２
０
１
７
）
に
は
英
独
の
歴
史

教
科
書
に
お
け
る
食
料
難
の
記
述
が
多
数

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
『
発
見
と
理
解
』

と
い
う
歴
史
教
科
書
に
は
、
次
の
記
述
が

あ
る
。「
イ
ギ
リ
ス
の
海
上
封
鎖
に
よ
っ

て
、
ド
イ
ツ
で
は
重
要
資
源
の
海
洋
か
ら

の
輸
入
が
止
ま
り
、
食
料
も
例
外
で
は
な

く
な
っ
た
。
キ
ッ
プ
制
度
に
よ
る
配
給
が

１
９
１
５
年
１
月
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
キ
ッ

プ
は
あ
っ
て
も
買
え
な
い
こ
と
が
し
ば
し

ば
起
こ
る
。
こ
う
し
た
中
、
そ
れ
ま
で
は

家
畜
の
餌
で
あ
っ
た
カ
ブ
ラ
が
、
パ
ン
用

粉
の
増
量
材
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
代
わ
り

と
し
て
、
貴
重
な
食
料
と
な
っ
た
。
多

く
の
人
び
と
が
深
刻
な
飢
え
に
苦
し
ん

だ
。
特
に
、
貧
し
い
人
び
と
や
病
人
、
高

齢
者
な
ど
は
、
乏
し
い
配
給
の
他
に
食
料

を
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、

１
９
１
４
～
１
８
年
、
栄
養
失
調
に
よ
る

死
亡
者
は
７
０
万
人
を
超
え
た
」

　
食
糧
難
の
記
憶
を
再
収
集
し

　
国
民
に
伝
え
る

　

一
方
、
戦
中
・
戦
後
の
食
料
難
が
日
本

の
高
校
歴
史
教
科
書
に
登
場
す
る
の
は
、

１
９
５
０
年
代
初
め
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

後
、
９
０
年
代
な
か
ば
ま
で
の
歴
史
教
科

書
は
、
食
料
難
に
関
す
る
記
述
を
ほ
ぼ
改

訂
ご
と
に
増
や
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

２
０
１
４
年
度
使
用
の
高
校
歴
史
教
科

書
『
日
本
史
Ｂ
』
19
点
を
見
る
と
、「
食
料

生
産
は
労
働
力
不
足
の
た
め
い
よ
い
よ
減

少
し
、
生
き
る
た
め
の
最
低
の
栄
養
も
下

ま
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
形
で
、

多
く
の
教
科
書
が
こ
う
し
た
簡
潔
な
記
述

で
済
ま
し
、
戦
後
の
食
料
難
を
４
～
５
行

の
文
章
に
記
述
す
る
教
科
書
は
七
点
あ
る

が
、
他
の
12
点
は
１
か
ら
３
行
、
あ
る
い

は
脚
注
で
触
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
人

び
と
の
窮
乏
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
写
真
も

減
少
し
て
い
る
、
と
薄
井
氏
が
指
摘
す
る
。

戦
後
の
日
本
は
、
あ
る
時
点
か
ら
権
力
者

に
不
都
合
な
過
去
を
消
し
始
め
た
。
過
去

の
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
は
過
去

を
直
視
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
過
ち
の

歴
史
を
も
み
消
し
て
、
未
来
は
な
い
。
筆

者
の
指
摘
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
通
じ
て

下
記
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
「
農
村
で
は
権
力
的
に
コ
メ
が
収
奪
さ

れ
、
農
家
で
あ
る
我
が
家
で
も
私
の
一
番

上
の
姉
は
、
５
歳
で
栄
養
失
調
で
、
亡
く

な
り
ま
し
た
。
４
歳
の
私
も
弟
も
栄
養
失

調
で
し
た
。
母
が
［
カ
タ
ツ
ム
リ
を
採
っ

て
お
い
で
］
と
ザ
ル
を
渡
し
て
く
れ
ま
し

た
。
カ
タ
ツ
ム
リ
を
食
べ
る
習
慣
の
な
い

当
時
、
グ
ル
メ
や
ゲ
テ
モ
ノ
食
い
と
し
て

で
は
な
く
、
生
き
残
る
た
め
と
し
て
母
は

そ
う
言
っ
た
の
で
す
。
弟
と
河
原
で
数
十

個
採
っ
て
き
ま
し
た
。
母
は
そ
れ
を
煮
つ

け
て
く
れ
ま
し
た
。
全
身
に
染
み
渡
っ
て

く
れ
た
あ
の
味
は
、
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

１
９
５
０
年
こ
ろ
の
こ
と
で
す
」

　

こ
う
し
た
重
い
過
去
を
若
い
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
の
情
報
収
集
と
普
及
活
動
を

Ｊ
Ａ
組
織
と
し
て
も
大
々
的
に
強
化
し
て

展
開
す
べ
き
で
あ
る
。

食料 ・農業

ほんとうの話
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11
月
13
日
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
役
職

員
は
じ
め
約
２
，
４
０
０
名
が
参
加
し
、「
第

29
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
大
会
で
は
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
『
北
海
道

５
５
０
万
人
と
共
に
創
る
「
力
強
い
農
業
」
と

「
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
」』
の
実
現
を
継
承
し
、

重
要
性
を
増
す
「
協
同
組
合
の
価
値
と
実
践
」

を
決
議
し
ま
し
た
。
協
同
の
力
と
総
合
力
を
発

揮
し
、
一
丸
と
な
っ
て
決
議
事
項
の
実
践
を
通

じ
た
自
己
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

決
議
事
項
の
実
践
内
容

や
農
業
・
Ｊ
Ａ
・
協
同

組
合
の
意
義
や
価
値
の

発
信
に
よ
り
、
北
海
道

５
５
０
万
人
か
ら
信
頼
さ

れ
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海

道
を
目
指
し
ま
す
。

　

北
海
道
の
味
覚
を
一
堂
に
集
め
た
毎
年
恒
例
秋

の
イ
ベ
ン
ト
「
２
０
１
８
第
47
回
ホ
ク
レ
ン
大
収

穫
祭
」
を
札
幌
三
越
本
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
は
Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性
協
議
会
の
「
私
の
心
を
込

め
た
農
畜
産
物
お
む
す
び
！
」
と
Ｊ
Ａ
北
海
道
農

協
青
年
部
協
議
会
の
「
農
業

ク
イ
ズ
」
な
ど
の
生
産
者
参

加
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
大

収
穫
祭
を
盛
り
上
げ
、
連
日
、

ど
の
売
り
場
も
秋
の
味
覚
を

求
め
る
人
々
で
大
盛
況
で
し

た
。

　

９
月
に
、
札
幌
市
に
お
い
て
、
小
学
生
が
社

会
の
仕
組
み
を
学
ぶ
職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
ミ
ニ

さ
っ
ぽ
ろ
」
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道

で
は
金
融
機
関
と
い
う
役
割
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
は
、
お
金
の
数
え
方
の
練
習
や

お
仕
事
体
験
し
た
子
へ
お
給
料
を
支
払
う
仕
事

を
体
験
し
て
も
ら
い
、中
に
は「
お
金
持
ち
に
な
っ

た
み
た
い
」
と
お
札
の
束
を
広
げ

る
子
も
…
。

　

未
来
の
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
へ
、

来
年
以
降
も
参
加
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

10
月
27
日(

土)

に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
に
て
、
第
45
回
目
と

な
る
「
平
成
30
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
全
道
小
・
中
学

生
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰

式
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
道
よ
り
４
，
３
４
２

点
の
応
募
を
い
た
だ
い
た
中
か
ら
金
賞
９
作
品

が
選
出
さ
れ
、
受
賞
さ
れ
た
み

な
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
作
品
は
、

さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
会
場
・

道
庁
ホ
ー
ル
で
の
展
示
等
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域

住
民
の
皆
様
の
生
命
と
健

康
を
守
る
た
め
、
本
会
事

業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
広
報
誌
「
す
ま
い
る
」

を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
３
回
発
行
し
て
お
り
、
様
々
な
医
療
・
健

康
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ

い
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活

動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ

の
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆

様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ Ａ グ ル ー プ 通 信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

ホ
ク
レ
ン
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☆
当
選
者
は

佐　

藤　

寿
志
子
さ
ん

早　

坂　

裕　

子
さ
ん

相　

沢　

す
み
子
さ
ん

千　

脇　

温　

杜
さ
ん

岩　

渕　

暁　

子
さ
ん

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

①
輪
郭
を
描
い
た
紙
に
目
や
鼻
な
ど

の
パ
ー
ツ
を
並
べ
て
遊
び
ま
す

②
１
、２
、３
や
一
、二
、三
な
ど

③
『
春
の
海
』
や
『
六
段
の
調
（
し

ら
べ
）』
を
奏
で
る
楽
器

④
小
銭
入
れ
に
入
れ
る
物

⑥
鹿
児
島
産
焼
酎
の
原
料
の
多
く
は

こ
れ

⑧
空
か
ら
ち
ら
ち
ら
と
降
っ
て
き
ま

す
⑩
山
田
太
郎
さ
ん
だ
っ
た
ら
Ｔ
・
Ｙ

⑫
怒
る
と
頭
に
生
え
る
か
も

⑭
車
窓
を
流
れ
て
い
く
も
の

⑯
剣
道
で
使
う
武
具

⑱
ご
来
光
を
見
る
た
め
に
登
る
人

も
い
ま
す

①
障
子
よ
り
は
破
れ
に
く
そ
う
な
建
具

③
彼
は
―
―
―
東
西
の
文
学
に
詳
し

い
⑤
素
振
り
中
の
バ
ッ
ト
が
切
る
も
の

⑥
テ
ン
サ
イ
な
ど
か
ら
作
ら
れ
る
調

味
料

⑦
漫
談
家
が
巧
み
な
―
―
―
で
場
を

沸
か
せ
た

⑨
カ
キ
や
タ
イ
ラ
ギ
、
ト
コ
ブ
シ
な
ど

⑪
―
―
―
考
査
。
―
―
―
手
当

⑬
寒
い
日
に
は
氷
が
張
る
こ
と
も

⑮
平
成
31
年
の
十
二
支
は

⑰
闘
鶏
に
使
わ
れ
る
鳥
。
漢
字
で

書
く
と
軍
鶏

⑲
農
具
や
収
穫
物
を
入
れ
て
お
く

建
物

⑳
壁
の
―
―
―
か
ら
風
が
吹
き
込
ん

だ
㉑
旅
客
機
に
乗
っ
て
た
め
る
人
も

い
ま
す

Ａ
→
Ｅ

『
ト
シ
ワ
ス
レ
』
で
し
た

12

【全体運】興味のあることに思い切ってトライし
てみたい時期。攻めの姿勢が好運のポイントに。
遠出のドライブも刺激的

【健康運】不規則な生活リズムを正すと好転の兆し
【幸運を呼ぶ食べ物】エリンギ

【全体運】マイナス思考になりやすく、周囲とも
めそう。意識的に笑顔を心掛けて。気分転換には
ハーブを使った料理を

【健康運】ストレッチなど、ゆったりした運動が◎
【幸運を呼ぶ食べ物】シュンギク

【全体運】勢いはあるものの、ちょっとしたことで
ペースを崩しがち。いつまでも過去を引きずらな
いで。芸術鑑賞につき

【健康運】リラックスしていると運気に好影響あり
【幸運を呼ぶ食べ物】サツマイモ

【全体運】あれこれ考え過ぎてしまいそう。悩むよ
り、ぶつかってみるのがベストです。開運には部屋
の掃除や整理整頓を

【健康運】スポーツに励むと、大いに楽しめるはず
【幸運を呼ぶ食べ物】イイダコ

【全体運】 楽しいことに縁がある時期。遊びや旅
行のお誘いには快くＯＫして、出掛けて。アート
に触れるプランもグッド

【健康運】歩くなど、ちょっとした運動がラッキー
【幸運を呼ぶ食べ物】ハクサイ

【全体運】余計なおせっかいからトラブルを招き
がち。見守る気持ちを大切に。趣味や好きなこと
に励む時間を持ってみて

【健康運】生活リズムを整えること。寝不足はＮＧ
【幸運を呼ぶ食べ物】ナガイモ

【全体運】コミュニケーション能力が活性化。誰と
でも気軽に親しくなれそう。グループレジャーを
企画すると良い刺激に

【健康運】暴飲暴食に注意。よくかんで食べること
【幸運を呼ぶ食べ物】ブリ

【全体運】やるべき作業を早めに片付け、自分の時
間を満喫したい月。やったことのない趣味を始め
るのにも向いています

【健康運】体を動かすことで、元気が上向く時期
【幸運を呼ぶ食べ物】芽キャベツ

【全体運】気力が増し、いろいろなことにチャレン
ジしたくなる予感。どんどん動いていけば、確か
な手応えを得られそう

【健康運】 体力的な無理は避けて。休みも必要です
【幸運を呼ぶ食べ物】ユズ

【全体運】優しさや思いやりを大切にすることで、
人間関係にうれしい変化が。気分リフレッシュに
はフットケアがお勧め

【健康運】軽い体操で体のリズムを取り戻せそう
【幸運を呼ぶ食べ物】フグ

【全体運】知的ジャンルに興味を持つと、新鮮な驚
きや出会いがあります。講演会に行ったり、体験
教室に参加したりして

【健康運】運動不足は体重増加のもと。日頃から運動を 
【幸運を呼ぶ食べ物】小豆

【全体運】ストレスを感じやすいかも。１人の時間
を持つなどして、心穏やかにキープして。鉢植え
植物の世話につき

【健康運】疲労の解消を。リラックスタイムが大事
【幸運を呼ぶ食べ物】シシャモ

11

12

21

62

注！ハガキは62円です

7

Ｅ

20

19

18

21

11

12

21

7

Ｅプ ン

シリ

イ
ナ
ワ
シ
ロ

フ
ク
ビ
キ

タ
ス
ウ
ケ
ツ

ト
ラ
ン
ク

レ
タ
ス シ

ワ
ス ベ

ル
ト

ゼ
ン

ツ
タ サ

オ

イ
ゴ
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①
障
子
よ
り
は
破
れ
に
く
そ
う
な
建
具

③
彼
は
―
―
―
東
西
の
文
学
に
詳
し

い
⑤
素
振
り
中
の
バ
ッ
ト
が
切
る
も
の

⑥
テ
ン
サ
イ
な
ど
か
ら
作
ら
れ
る
調

味
料

⑦
漫
談
家
が
巧
み
な
―
―
―
で
場
を

沸
か
せ
た

⑨
カ
キ
や
タ
イ
ラ
ギ
、
ト
コ
ブ
シ
な
ど

⑪
―
―
―
考
査
。
―
―
―
手
当

⑬
寒
い
日
に
は
氷
が
張
る
こ
と
も

⑮
平
成
31
年
の
十
二
支
は

⑰
闘
鶏
に
使
わ
れ
る
鳥
。
漢
字
で

書
く
と
軍
鶏

⑲
農
具
や
収
穫
物
を
入
れ
て
お
く

建
物

⑳
壁
の
―
―
―
か
ら
風
が
吹
き
込
ん

だ
㉑
旅
客
機
に
乗
っ
て
た
め
る
人
も

い
ま
す

ふんわり、しっとり
至福の米粉スイーツ

超元気になれる！
あゆみ食堂のワンプレート

からだに効く 不調をととのえる
一汁一飯があればいい

大塩あゆみ　著
■ 1,512 円（税込）

「食べると元気になれる１」と評判の
人気料理家によるワンプレートレシ
ピ。春夏秋冬の
テーマごとに旬
の野菜をたっぷ
り使い、見た目
もカラフルに仕
上げた楽しいご
はん。おいしく
食べて心も体も
ハッピーに。

梅﨑和子　編
■ 1,404 円（税込）

「一汁一飯」とは「具だくさん汁物」
と「ご飯」さえあれば、ふだんの食事
で健康づくりが
できるというも
の。簡単だから
食欲不振や胃弱
の時も気軽に取
り入れることが
できる。おいし
く 体 を 整 え て、
毎日元気に。

今井ようこ　著
■ 1,512 円（税込）

米粉のお菓子は混ぜ過ぎても失敗しない
ので、じつは扱いが簡単！本書では「ボ
ウルに材料を入れ
て混ぜていくだ
け」でできる、作
りやすいお菓子を
中心に全 48 レシ
ピ。アレルギーの
方にも安心で、体
にやさしい素材を
使っているに満足
感のあるおいしい
お菓子がたくさん
作れる。
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小規模企業共済のご案内

貯金課　金融店舗　☎ 92-4325

　小規模企業共済とは小規模企業の経営者（※）の
方の退職金制度です。

　※従業員２０名以下の企業経営者
 （宿泊業・娯楽業を除くサービス業、商業の場合
は常時使用する従業員は５名以下）  

《掛　　金》 
　1,000 円から 70,000 円の範囲で自由に設定
可能です。     

《節　　税》
　掛金については小規模企業共済掛金控除として
課税所得から控除されます。
※今年度の所得控除をご希望の方は、12 月中に
現金での掛金納付が必要となります。

  
  
 

詳しくは金融店舗窓口まで
お問合せください。 

冬期間の軽油配送日の変更について

ホクレン美瑛北町給油所　☎ 92-2157

　冬期間の軽油配送日について、下記の内容での
配送となりますのでお知らせ致します。

期　間：12 月～３月（冬期間）
油　種：軽油
配送日：毎週水曜日（週１回の配送・正月期間は
　　　　お休み致します）
　　　　※配送のご予約はお早めにお願いします。

12月のパソコン講習会について

営農部 営農支援課　☎ 68-7014

　◆日　程◆
種　　　類 月　　日 時　　　間 内　　　容 講　師 場　所

ソリマチ簿記
( パソコン )  12 月 17 日（月） ① 9:00 ～ 11:00

② 13:00 ～ 15:00

・ソリマチ簿記の使い方や勘定科目の
　設定など
・次年度更新の行い方
・クミカンデータの転送仕方

青申会 ＪＡ 2 階
PC 研修室

◆持参するもの◆
自分のパソコンで講習を受けたい方➡本体を持参してください
ソリマチ簿記を受講希望の方➡
伝票入力の練習も行いたい場合は、今年のクミカン報告書と減価償却資産台帳を持参して下さい。

◆フォークリフト（大型特殊免許取得者―キャタピラ式を除く）
　運転技能講習

◆小型移動式クレーン運転技能講習
  （吊上げ荷重 1 ｔ以上 5 ｔ未満）

お申込みのお客様に
　ちょリスグッズ
　　　プレゼント！
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年末のＪＡ業務時間のご案内

総務部　☎ 92-2111

12月28日(金) 12月29日(土) 12月30日(日) 12月31日(月)

金 融 店 舗 窓 口 仕事納め    　　　
9：00 ～ 16：00 休　　業 休　　業 休　　業

Ａ
Ｔ
Ｍ

ホ ク レ ン
シ ョ ッ プ 玄 関 9：00 ～ 18：00 9：00 ～ 17：00 9：00 ～ 17：00 9：00 ～ 17：00

金 融 店 舗 8：45 ～ 17：00 休　　業 休　　業 休　　業

給
油
所

北 町 8：00 ～ 19：00 8：00 ～ 19：00 仕事納め　    　　
8：00 ～ 17：00 休　　業

大 町 セ ル フ 6：00 ～ 21：00 6：00 ～ 21：00 6：00 ～ 21：00 6：00 ～ 21：00

上 記 以 外 の 部 門 8：30 ～ 17：00 仕事納め　　    　
8：30 ～ 12：00 休　　業 休　　業

研修センター　☎ 92-0588

確かな運転技術と資格をもって農作業安全を…
　農機協では、北央自動車学校で受講の各種技能資格取得に向けた講習会への参加を呼びかけています。
丘の大地 11 月号で年内分の日程を掲載致しましたが、平成 31 年度の技能講習日程が決まりましたの
でご案内致します。詳しくは研修センターにお問い合わせ下さい。

※日程等につきましては、変更される場合もありますので
お問い合わせ下さい。

◆車両系建設機械（整地・運搬・積込用及び掘削用）
　運転技能講習　
①平成31年1月15日～16日　②平成31年1月25日～26日

③平成31年2月20日～21日　④平成31年3月13日～24日

受講料 44,000 円（税込）教本代含む

◆フォークリフト（大型特殊免許取得者―キャタピラ式を除く）
　運転技能講習
①平成31年1月23日～24日　②平成31年2月6日～7日

③平成31年3月4日～5日

受講料 24,000 円（税込）教本代含む

◆玉掛け技能講習
　（小型移動式クレーン運転技能講習修了者及び移動式クレーン
　 運転士免許取得者）　

①平成31年1月17日～19日

受講料 25,000 円（税込）教本代含む

◆小型移動式クレーン運転技能講習
  （吊上げ荷重 1 ｔ以上 5 ｔ未満）

①平成31年1月28日～30日

受講料 44,000 円（税込）教本代含む
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第1139号　平成30年12月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

■「協同組合の祖」二宮尊徳翁の言葉が、この頃経済や道徳、さらには
政治の世界でも引用される。その一つに「積小為大」がある。二宮尊徳
の幼少名が「金次郎」だったころ、農家が捨てた「棄て苗」を拾い荒れ
地を耕して苗を植えると、秋には１俵余の稲籾が収穫できその喜びと発
見が尊徳の貴重な生涯の教訓となった。苦難の中でも希望を捨てず、小
を積み重ねることで、大きな成果を得ることを自ら体験し「積小為大」
の心理を発見。こうして尊徳は 19 歳で伯父の家を出て廃屋を修理し独
立を果たした逸話です。■小事を怠ると大事の損失になることは現代で
も変わりありません。小さなミスへの対処を怠ったため、会社や組織の
信用を失う報道はあとを絶ちません。農協法公布記念に協同の原点を考
えてみたい。

732 人

1,903 人

277 億 92 百万円

80 億 83 百万円

 11 億 36 百万円

47 億 53 百万円
※百万円未満四捨五入  
（平成 30 年 10 月末）

発生件数　　2 件（17 件）　《15 件》
　　負傷　　2 人（17 人）　《15 人》
　　死亡　　0 人（  0 人）　《0 人》
（　）は 30 年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（11 月 20 日現在）
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3日（月） 百合根生産部会道外視察研修 ( ～ 5 日 )

5日（水） 第 45 回集落代表者研修会

7日（金） 上川女性協研修大会

11日（火） フレッシュミズ研修会

14日（金） 報徳社社員交流会

20日（木） 青年部冬期研修会

23日（日） 天皇誕生日

24日（月） 振替休日

29日（土） ＪＡ一般業務仕事納め

第7回理事会　11月1日（木）

■議案審議事項
議案第１号　全国監査機構北海道監査部による監

査結果について
・原案どおり承認されました。
議案第 2 号　大口信用供与等について
・原案どおり承認されました。
議案第 3 号　規程類の制定について
・原案どおり承認されました。
議案第 4 号　リースによる固定資産の賃借について
・原案どおり承認されました。

■協議事項
①第 43 回組合員宅一日一斉皆訪問の実施について
②第 45 回集落代表者研修会の実施について

美瑛産のお米で新商品
料理に多用途

「コメコ」
　

美
瑛
産
農
畜
産
物
の
付
加
価
値
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
６
次
化
商
品
」
に
米
粉
が

加
わ
り
ま
し
た
。
米
粉
は
米
を
製
粉
化
し
た
も
の
で
、

穀
粉
（
穀
子
）
と
も
呼
ば
れ
、団
子
や
餅
・
煎
餅
・
麺
類
・

米
粉
パ
ン
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
食
品
と
し
て
も
認
知
度
が
高
ま
り

米
粉
食
品
も
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
「
コ

メ
コ
」
の
呼
称
は
メ
デ
ィ
ア
か
ら
発
信
さ
れ
た
読
み

方
で
、
由
来
は
諸
説
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般

流
通
さ
れ
て
い
る
「
安
価
な
米
粉
」
の
多
く
は
産
地

を
限
定
し
て
お
ら
ず
、
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
（
Ｍ

Ａ
米
）
な
ど
を
原
料
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
発
売

の
「
コ
メ
コ
」
は
美
瑛
産
米
使
用
原
料
１
０
０
％
。

小
麦
粉
グ
ル
テ
ン
を
添
加
し
て
パ
ン
や
麺
を
量

産
す
る
技
術
の
確
立
か
ら
コ
メ
の
消
費
拡
大
へ

の
期
待
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
美
瑛
産
米

を
主
原
料
に
し
た
生
粋
の
「
び
え
い
の
米
粉
」

を
活
用
し
て
、
料
理
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
広

げ
ま
せ
ん
か
？

　

２
５
０
㌘
入
り
税
込
価
格
４
０
０
円
、
美
瑛

選
果
本
店
な
ど
で
販
売
中
で
す
。

美瑛の逸品、新登場！


